
近代卑語の母音推移と表記

〔香坂 1952〕=香坂順一 ｢虞東語の研究-モリソンから趨元任--｣『人文研究』 (大阪

市立大挙)3-3,1952年 3月,pp.35-63｡

〔倉 ･張 1987〕:虐伯慧 ･張日昇 (主編) 『珠江三角洲方言字書対照』(珠江三角洲方言

調査報告之-),香港,新世紀出版社,1987年｡
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西暦1900年に記録されたナムイ語の語嚢

- H.R.Davies著 YtiN･NAN所載の西南中国の民族語桑研究1-

池 田 巧

は じ め に

西南中国の雲南省から四川省の西側を経て青海省と甘粛省へつづく帯状の地域は,険し

い山岳地背と複薙な河川が連なり, その間に虞がる平野部には主として Tibeto-Burman

系の詩語を話すさまざまな少数民族が居住することから ｢川西民族走廊｣ と呼ばれてい

るO話される言語の数は15種以上にのぼり,その複雑さはさながら中国のコ-カサスと言

ってよい｡しかし同地域の言語史を研究するには,資料に大きな制約があり,猪白の文字

表記を護達させたチベットく痕〉語,イ く葬)請 (PPく保健〉語),ナシ く納西〉語 (モ

ソ〈磨些〉語)が豊富な民族語文献を有するのを除くと,その他の言語の歴史について知

り得る文献記録はほとんどない.唯一まとまった記録としては明清期に編纂された塞外言

語と漢語の封詩語嚢集の 《華夷詩語≫のうち,清の乾隆13年 (1748年)以降に一種のアン

ケート調査により作成された く川蕃謬語)と呼ばれる一連の資料があるのみである(1)｡

(1) く川蕃評語〉と呼ばれる資料には9種類あ り,それぞれ く西蕃詩語〉に類する名樽が付けられて
いる｡巻頭には嘗該言語の分布地を記載し, あらかじめ印刷された740語の漢語の共通語嚢項目に

調査対象の言語の語桑を音詩漢字とチベット文字で記入して作成した語嚢集である｡中国に所蔵さ
れる く華夷詩語〉を調査した猫蒸 ("華夷詩語"調査記)(《文物≫1981年第2期)では,巻頭の分

布地域に関する記載に基づき記述された言語 を推定したが,川西走廊話語の調査が進むにつれて,
記述された言語がしだいに明らかになってきている｡

据 (1981) 西田(1990)
《川-》 痕語 チベット語カム方言
《川二》 待定 白馬語方言?

《川三≫ 嘉戎語 ギャロン語

《川四≫ 蓮布語 白馬語

研究書

西田 (1973)
西田 (1990)

《川五》 菜語 ? アルス語西部方言

《川六≫ 待定 チベット語カム方言

《川七≫ 魚通 "貴賓"請? チベット語カム方言

《川八≫ 小西番語 アルス語中部方言 (ドス語) 西田 (1973)
《川九≫ 普米語 ? チベット語方言9

く華夷諾語〉については,西田龍雄 『西番館評語の研究』 (松香堂1970年), 『保健詩語の研

究』(松香堂1979年),『多 読詩語の研究』(松香堂1973年) 『白馬諾語の研究』(松香堂1990年,蘇

宏閲との共著)などを参照 ｡
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いっぽう同地域の言語の調査と分析は,1980年代以降にようやく中国の研究者の報告が

現れ,記述言語学の方法により同地域に分布する諸言語の基本的な様相が徐々に明らかに

なってきた｡その類型構造の研究は,現代口語や文献資料から得られるデータのみではこ

れまでよくわからなかったチベット語の動詞に付属する接節の文法的機能とその起源に関

して,また過去の文献記録しか持たない西夏語の文法構造の解明に新たな光を嘗ててきて

いる(2)｡

しかしながら ｢川西民族走廊｣の諸言語の多様性に比して研究者の数は限られており,

今なお未解明の問題も少なくない｡また急激な現代化の波が山間部にも確薫に接がり,経

済登展のもたらす反面的数栗として貴重な民族遺産であるこれらの少数言語を消滅の危機

に追い込む債向もないとは言えない｡近代から現在に到るまでのわずか100年ほどの閲に

も同地域の言語分布固は大きく襲化したO各言語の詳細な記述研究と同時に急速に襲化し

つつある社食組織と生業形態,民族相互の交流関係や地理分布などを視野に入れた敢合言

語学的な調査が緊急課題となっている(3)0

1 19世紀の宣教師と探検家の記録

こうした資料的制約と敢脅状況の奨化を考えるならば,19世紀末から20世紀初頭にかけ

て西南中国を訪れ,民族学的観察を行なったヨーロッパの宣教師と探検家の記録は,言語

に関するさまざまな情報も含んでおり貴重である｡従来これらの記録は,各民族が自らの

言語を記録した民族語の文献資料や現代の言語学者による記述報告に比べ不正確で信頼性

に炊けるとされてきた｡確かにその精度には問題があるにしても,語形をローマ字で表記

している資料は,清代の く西蕃詩語〉の漢字雷鳥と現代の書聾記坂による精密な記述報普

の閲を繁 くI,ものとして参照するだけの債値がある｡現代語の記述資料が豊富になり比較封

照が可能になった現在,この種の資料の精度と記述の方法についても検討し得る候件が整

ってきたと言えよう(4)0

(2)黄布凡 く痕緬語動詞的趨向範晴〉(《蔵緬語新論》中央民族学院出版社1994年,p.133-151),西
田龍離 ｢西夏語動詞句構造の考察｣ (『西夏王国の言語と文化』岩波書店1997年,p.206-242)

(3)黄布凡 〈川西蔵匿的語言関係〉 (《中国蔵撃》1988年第3期)は,これらの言語の使用範囲の縮
小の趨勢について具膿例を挙げて述べている｡

(4)西南中国の調査記録のうち言語についての情報が比較的豊富な資料には,次のようなものがあ
る｡

Hodgson,B.H. -SifanandHorsokVocabulaliesjJournaloftheAsiaticSocietyof
Benga122:121-151,1853.

Baber,E.Colbone.TravelsandresarchesinWesternChina.

SupplementarypapersVol.1.PartI.,Royal Geographical Society,1882.

1971(R)Ch'engwenPublishingCo.Taipei.
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1909年に刊行された H.R.Davies著YUN･NANは,イギリス陸軍関係者によって1894

午,1895年,1898年,1899-1900年の4回にわたって行なわれたビルマから雲南に至る鋳

造敷設のための濠備調査旅行の記録であるが,嘗時としては最高水準の近代的な測量技術

を使用し,地名や地形など自然薯境の記述の正確さに加え,地域に居住する民族に閲する

卓越した観察記録として,西南中国の民族学研究者には必講の文献 となっている｡同書が

歓迎されるいまひとつの理由は,施行記の本文とは別にまとめられた全 9章構成の付録に

おいて,自然,住民,気候,鉄道路線,民族といったテーマごとにさらに詳細な鰻系的論

述を行なっていることにあ り,なかでも第 8章 ｢雲南の少数民族｣は,言語に基づく民族

閲の系統分類と取材に基づく簡要な民族誌を含み,資料的償値が高いとされている(5)｡

言語の系統分類の研究としてこの付録第 8章を見るならば,その後の資料の蓄積と研究

の進展によって大幅な修正を必要とし,今日では残念ながら研究史の-資料として以上の

意味を持たない｡ しかし,その内容を詳細に検討してみると, 他書からの引用ではない

Davies大佐白身による記述報告が含まれ, しかもそれは調査地鮎と日時が特定でき, 普

時の言語状況の一端を知 り得るという鮎で同書の民族誌の記述同様,貴重な記録 である

ことに奨わりはない｡語尭資料は巻末に VOCABULARIESOFMON-KHMER LAN-

GUAGESOFYtJNNAN AND WESTERN SSOICH'UAN と題する11言語169語の封

照語嚢表およびTIBETO-BURMAN LANGUAGESOFYtJNNANANDWESTERN

ssh c H 'UAN と題する21言語182語の封照語嚢表としてまとめられており,参照に便利

である(6)｡

d'01lone,etal. Languesdespeuplesnowchinoisdelachine.Paris,1912.
このうち,Misssiond'01loneの探検記録はつとに有名であり,この書はそのシリーズの1唐と

して刊行されたもの｡貴州省,雲南省,四川省の少数民族語の45種類の方言を対照した語桑集で,
収録語数は328項目,この種の資料のなかでは最大の集成である｡またBaberの記録したMinyak
の語桑は王静如の ｢論四川弟語及爾薬語輿西夏語｣ (《西夏研究≫第二輯1933年)などに引用され,
その後の研究に大きな影響を興えた｡これらの資料については機合を改めて全面的に再検討したい
と考えている｡

(5)Daviesの原著は日本国内では稀観本に属するが,茎湾のリプリントと日本語謡が利用でき
る｡

MajorH.R.Davies YtFN-NANTheLinkBetweenIndiaandikeYangiR'e.Cambridge≡
attheUniversityPress.1909.(1970(良)Ch'engwenPublishingCo.Taipei.)

田畑久夫 ･金丸良子編詩 『雲南-インドと揚子江流域の環-』 (古今書院1989年)
(6)チベットービルマ話語の語嚢表には,(WrittenTibetan,StandardSpokenTibetan)Y屯n-
nanTibetanorKu-tsung,Lu-tza,P'r正miHsi-fan,Mll-niaHsi･fan,Mo-so,Ssa-ch'uanL0-10,
Meng-huaL0-10,Li･soorLi-su,La･huorLo-Lei,A･k'aorK'O,Ma-Lei,A･ch'ang,Zior
A･si,Ma-ru,La-shi,Kachin,P'On,(WrittenBurmese,SpokenBurmese)の21言語が
対照されている｡ このうち比較封照のために引用された ( )内の言語を除くと,Lu･t2泊 と
Mo･soおよび A-k'a以外はすべて Davies大佐自身によって採集されたものであり,各採集地
鮎と日時が明記されている｡APPENDIX VIIITIBETO-BURMANLANGUAGES.p.351(日詔
書:付線第8葦426-427頁)｡なお日諸本も巻末の語桑表は原著のものをそのまま影印して附載す
る｡
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本稿では Daviesがその著書 YUNINAN のなかで Mu･niaの言語だとして記録した

語嚢を取 り上げ,それが如何なる言語を記述したものかを検鐙し,またその記録から知り

得る常該言語に関するいくつかの問題について論じてみたい｡

2 Daviesが記録した Mu-niaの言語

YUN･NAN巻末のチベット ビルマ諸語の封照語尭表には,"Mu-niaHsi-fan"の語

嚢が収録されており,本文中にも Mu-niaについての言及がある｡ Mu-niaというのは

｢川西民族走廊｣のうちミニヤコンガ山の西麓から南東麓にかけて居住するチベット系の

エスニックグループのひとつであり,漢字では く木雅〉と表記する｡19世紀中頃にこの地

を訪れたイギリスの外交官 Hodgsonが初めて M̀anyak'の存在について報告し,のちイ

ギリス人の Baberも民族学的な調査と考鐙を行ない M̀enia'の言語につ いて も紹介 し

たO 彼らの白帯が歴史上の西夏王国を建てた民族名 Minyag(チベット語の韓字.漢字

表記は く爾薬〉 く爾諾〉など)に封鷹することから,西夏の末南ではないかと考えられ,

数々の論考が著わされている(7)0

Daviesは,現在の行政区分でいう木星戒族自治願の東端が九龍解,鼻寧願と境を接す

る過 りに位置するNo-po(現在の表記は く保波), 日諸本 『雲南』では民国時代の地圏を

参照して く脳壁)とする｡漢語の西南官話では,聾母の [1-]と [n-コは区別されない｡

Daviesの測量によると北緯28度20分,東経101度40分の集落)にて Mu-niaという部族と

出合い,その語嚢を採集した｡

附録第10章の旅程を見ると,Davies大佐一行が No･poに滞在したのは,1900年3月10

日と記されており, 翌11日には出吏している0 本文第30章の No-po滞在時の記事では

その地の民族について, いずれも中国人からは Hsi-fanく西蕃〉と呼ばれているが,Lu･

ming-yingく娃寧薯〉地区の人々は Mu-niaで,No-poく傑波/胸壁〉 の住民は 自らを

LoIP'uと呼んでおり,明らかに異なる言語を話していたこと,また到着の翌日に 全rh-su

そして Balaminと呼ばれる二人の新たな西書の部族に出合ったが, これらすべての部族

から語桑を収集するだけの時間がなかったことなどを述べている｡察するに Daviesはこ

の短い滞在時閲のうちに Baberのいう M̀enia',Hodgsonのいう M̀anyak'に違いない

(7) ムニャく木雅〉の民族については,Hodgson,B.H.EssaysonLanguages,Literature,and

RreligionofNepalandTibet,London,1874.(1991(氏)AsianEducationalServices,IND),
Baber(前掲書),王静如 (前掲書),李範文《西夏研究論集≫(寧夏人民出版社1983年),格勤 《論
痕族文化的起源形成興周囲民族的関係≫ (中山大挙出版社1988年)を参照Oまたムニャく木雅〉
語については,黄布凡 く木雅語概況〉 (《民族語文≫1985年第3期, 《戒緬語十五種≫北京燕山出
版社1991年に再録)が詳しい｡
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と確信した Mu-niaの言語だけを特に選んで記録したのであろう(8)0

しかし結論を先に述べるなら,Daviesの記録した語桑は,かつて Hodgsonと Baber

が記録したムニャ く木雅〉語とは同一の言語のものではなか った｡現代中国の言語学者

による西南中国の諸言語のデータと照合 してみた結果, この語桑はナムズ く納木立〉

Namuziあるいはナムイ く駒木義〉Namuyiと呼ばれる言語のものであることが判明し

た (9)0

3 現代 Namuyi語との封慮

Daviesが Mu･niaの言語として記録した語桑を巻末のl)ス トから抽出し,現代ナムイ

語の記述報告と封解した表を新たに作成した｡収録語数は全部で182項目151語,配列は原

著の順にならったが,封照と説明の便宜のため,各語に4桁の番既を付した｡最初の数字

紘, 各語嚢項目が記載されている原著の封解語桑表の頁 1-4を示し, 小数鮎以下が通

し香坂である. もとの表では各語のイニシャルが大文字になっているが, それをすべて

小文字に統一したほかは手を加 えていない｡ー封照する現代ナムイ語のデータは2種類,

Namuzi(Huangetal.1992)は 《蔵緬語族語言詞匪≫ (中央民族学院出版社,1992年 :

〈納木立語)は黄布jLと寧玉の執筆で,調査地は木里蔵族自治牒保波郷甘海子村)および

Namuyi(Sunetal.1991)は ≪戒緬語語音和詞匪≫ (中国社合科学出版社,1991年 :

〈駒木義語〉は孫宏閲の執筆で,調査地鮎は木里蔵族自治願保波郷)に接っている｡偶然

ながら幸いにも三者の調査地鮎は同じ No-poく保波)である｡

封照の結果, Daviesが記録した語嚢は黄 ･孫の記述報告とかなりよく一致した｡封鷹

状況をわかりやすく提示するために,4段階のレベルに分け,それぞれ次のような記既で

見出語の香坂の横にマークを附しておいたO

◎ :三者の記述した語形がほぼ一致するもの

○:Daviesの記録した語形が黄 ･孫の記述の どちらかに一致するもの, または Davies

の記録した語形が黄 ･孫の記述した語のなかにそのまま語構成成分 (形態素)とし

(8)YtFN-NAN,p.231-232.(日講書:295貢,ただし誤謬が多いので,必ず原文を参照されたい)
(9) ナムイ語とは,四川省涼山赤旗自治州の易寧駆,木里,W,西昌隊,襲源麻および甘孜戒族自治州
の九龍鯨などのチベット族によって話されている言語で,使用人口は約5,000人,九罷,木里一帯
の住民の白樺はナムズく納木玄〉,鼻牢,西昌,麹源一帯の住民の自稲はナムイく親木義〉という.
ナムイ語の記述研究には孫宏開 く六江流域的民族語言及英系属分数)(《民族学報≫第3期 雲南
民族出版社1983年 pp.163-179.)および黄布凡･仁墳旺栂 (納木玄語〉 (《蕨緬語十五種》前掲
書,p.153-173.)がある｡
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て含まれ,語形の封鷹に説明がつくもの

△:Daviesの記録した語形と黄 ･孫の記述した語形 との閲で一部封麿する部分 (形態

素)を含むが,単語としてほ一致を見ず説明が困難なもの

?:Daviesが全く異なる語形を記録しているもの,および現代語のデータがないもの

TIBET-BURMAN LANGUAGUAGESOFYUN･NAN

AND W ESTERN SSU_CH'UAN

No. English *Mu-niaHsi･fan Namuzi
(Huangetal.1992)

◎ 1.001 man ts'o
(humanbeing)

91.002 man(male) m0-I一l
?1.003 Woman mbrii

ラ1.004 child la-k'ii

?i.005 father a-ba

O 1.006 motller 8-me

91.007 son j6

0 1.008 head or

守1.009 faee p'〇･mi

◎ 1.010 nose nyl･ga
91.011 mouth k'O-tza

@ i.012 ear hen･pei

tshlユ081

pha383t芦155
Z183mi55

31311廿58

a55da81

a55mi55

zi58

Fuo53aJ81(h131)
ku55(1世55)

ni31nga55

mi88ntshu53/-nphs158

?ll甲1pae55

Namllyi
(Sunetal.1991)
tsho83

phe33t芦155
2;183mi55

9183

e55de33

e55ne55

Z158

Fo5531551y33

ku551y55

ni83nga55

mi38nphs155

hiB3pa38

◎ 1.013 eye m王e･ltl mi;e581℃81 mie55

0 1.014 hair ho九 Euo58ha31

ラ1.015 tooth sh6

0 1.016 tongue yi

?1.017 back ye-tz6r

◎ 1.018 Stomach hen-pl

?1.019 leg she-ga

( foot

0 1.020 arm la-ka

( hand

△ 1.021,hat

チ1.022 turban

( 頭櫓

0 1.023 coat

( clothing

△ 1.024 trousers

◎ 1.025 S壬10e

l.026 bag

㊨ 1.027 sword

( cbopper

( knife

?1.028 spear

◎ 1.029 gun

O l.030 bow

Ⅹi31/Ⅹ381

ji334a:53
d乙uSl

?hⅠ83bi55/h王33bi55

ngu55kae53

t夢153tβ131/-kae31
18∋81ntshZe$3ntshEe31

1aealkZe31

Fo55hが3

Ⅹ338

ji83k55

dq,u88tse83tse33

hi83mbi55

bo55γ055

8133ke83
1巳83kE88

1LIES

t'O-lo Fuo55nthuo55 g055ntho55

spur-tz6

ba.tsii

lie･gn
2:a

bu-cha/gha～mi

mto

niao-ch'u

li･bgu

0 1.031 arrow li

91.032 stick ngo･t'u

O 1.033 house y故

0 1.034 door k'u

765

guo58ji31

plla81ts155(<帽子?)

b2e31tshi58

1i81

za55

ku33mi55

bu53t芦aal

na331nt夢hu55
1i53

khu8l

s131bu55

jt1551廿53

qhuo55bu53

Eo55ji88

be83tsh155 )

li88

za55

jo44mi55 )

bu55tβq33 )

ne88ntghu55
guSS
li55

te55te55

jy551y55

qho38bu88
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91.035 tllatCh Ja
1.036 且oor

l.037 post91.038 plank shi･pia◎1.039 horse mll91.040 buffaloe nje･g血6●1.041 cow gh6( cattle◎1.042 pig va

● 2.043 goat yii

( sheep

◎ 2.044 dog chii
◎ 2.045 cat ha･la

92.046 Chicken rja

△2.047 chickem'segg rya-gu

◎ 2.048 bird ge･Jl

◎ 2.049 丘sh z6

0 2.050 tiger zei

( panter

◎ 2.051 gold
◎ 2.052 silver

92.053 copper

◎ 2.054 iron

◎ 2.055 village
△ 2.056 road

△ 2.057 river

◎ 2.058 hill

ham

ngtl
t'O,shii

shu

ft1-ke

Je-gll
ham-tz苗

ga･ktl

( mountaln

O 2.059 丘eld or

92.060 paddy clli

@ 2.061 huskedrice ch'u

◎ 2.062 cookedrice dzia

◎ 2.063 tree ski-po

O 2.064 leaf ship-S6
92.065 且ower wet-ptl･Ch'i

2.066 fruit

◎ 2.067

◎ 2.068

0 2.069
92.070

◎ 2.071

s

t

慧

day
慧

rjtL

Itgll
汎yi

ta-htlng
rnlH

◎ 2.072 water ndz苗

0 2.073 wind
管2.074 earth

● 2.075 sand
△ 2,076 stone

@ 2.077 sky

e 2.078 sun
管2.079 moon

△ 2.080
92.081

&3
8

0

0
H

riiiiii1

2

2

7

◎

〔

star

g｡｡d

bad

的

mll

tjrii
lll-ka

h1-Pi

na･k'ang-mo
he･mi

htLng-ku

djr6

p'r6･shll

da-djr苗

nd∈e81

m058

西暦1900年に記録されたナムイ語の語嚢

m o53

khuae81aeJ81mi85

γ981 γaal
vZがl va38

tsh158 tsh185

jo55̀ jo55tsh185

tsh181 t旨hl33

xa311a58 Ⅹa381a55
広a3153 丘巴53

蝕 155guo55 Bc55ro55

ge55Z155 gia552;155
2;u55 2;u55

tshuo88d2;1311a55吃人的狼 1a55
zat81

hこき5S

qu55

ts158g155qa81黄銅

βu53
fua3q;e53

aJ55gu55

ke81nd幻55qh:e31

nga55gu55
Fuo559155

dzi55po58

ntβhu55

ntghu55dzが5
S188po55

Z133

h己53

叩55

ts158

冒u53

fu83q巳J53

3155gu55

nd幻55qh888

g己38kuB8

Fo55aJ55(水田)
d2;155

ntshu55
dzc85

S138po55

S133phs133/tsh183tsh153 tsh188tsh155
mi55tGuO81 mi55tGO33

4.u55

ngu81
ni55mi55ni33gu55

2hi31qh11081
mi53

ndq.153

dq,u55Fua55
1u552;ial

lu55qlla31

a.u55

ngu83

ni33gu85

Ⅹi38qho33
mi:15

ndd55

m u55夢183
sC55zu55nd印55mbcL55

1055旨G33
1055qucLaS

nZが5nkhaealmu31 ne55nkhe83mu33

ni55mi55 ni55mi55
をi55mi55 1i55mi55

tE131(1恐55) tB135
na∋31 ne38

da5adが1 da55dぴ8
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0 2.084 small

◎ 2.085 long

0 3.086 short

O 3.087 tall

9 3.088 low

O 3.089 もroad

9 3.090 narrow

◎ 3.091 hot

◎ 3.092 cold

93.093 IleaVy

O 3.094 1igllt

◎ 3.095 many

◎ 3.096 few

◎ 3.098 near

◎ 3.099 far

O 3.100 t壬lick

◎ 3.101 t壬lin

93.102 wet

O 3.103 dry

守3.104 old(man)

チ3.105 old(things)

93.106 new

O 3.107 red

O 3.108 yellow

O 3.109 もlack

?3.110 white

?3.111 Ⅰ

守3.112 tllOu

◎ 3.113 one

◎ 3.114 two

◎ 3.115 tllree

◎ 3.116 four

◎ 3.117 丘ve

◎ 3.118 six

◎ 3.119 seven

◎ 3.120 eight

◎ 3.121 nine

◎ 3.122 ten

O 3.123 hlndred

守3.124 thousand

O 3.125 tllreeman

O 3.126 twohorses

◎ 3.127 go

◎ 3.128 come

△ 3.129 ascend

( 上(～横)

93.130 descend

( 下(～横)
3.131 goout

◎ 3.132 eat(rice)

0 3.133 drink(water)
3.134 belost

3.135 もring

763

a-tzii･tz6

da･sh苗

an-den･de

da

a-mu

da-ho

a･ke-ke

tshi

ga
z苗

yO
da-be

axnyl
an･chun

do･k'o

da

a･bi

hellIyu
ftl-Che

la.一mo

k'a-pe
sl10

h

㌘

慧

nga
慧

器

nga
的

慧

ll-gu
ho

hilt

pri主

ts'oso-良ll

monyi-ku
bi

da.

to

ts､ii

(dzia)-dz6

(ndz苗)･ndjr諒
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a38ts158

da58夢a31

a83nda55

da53m081

記33hI53

da53xuo81
ae334:t155

tsha∋53天気～;tshi83ae31

ga∋53天気～;bo55水～

lu31邑ae35

ja55ts王la∋(馨調謝値故)

da55b甲81
ae88ni55

がand印55

da58qhu81
da53をa381

a333bi53

tsuo58tsuoal

fu83t昏188ga∋58

vu83dd53老人

gae35
S155tsae31

をuo53xuo81

8153qa31
nae55nqhze53

phu5511181

qa55

､仙
･い
･=

'ii
,･;
.:
小

小

川

ngu81

xuo81
(t6181)?hi〇53
tu31

*tshuo81suo53ku58

*mo58ni53ku58

bi35(倍額時)

dae85

(duo33Euo31)luo33bi85

mi31もi35

*(nt旨hu55dza335)dz,i58

*(ndq153)d2が5

e33ts155

da55ga33

e33nde55

da55m033

e83hi55

dE55qe83(路寛)

e88毘u55(路窄)

tsh133水 ～

gae85天気～

幻33

je55tshe55
da55ba188

e83ni83

e83nd字u55

da55qh1183
de55をe83

e83bi55

tso58tso83

fu33da183gE55

vu83d幻55ニ老人
ge35
5155tse83

を055Ⅹ038

夢155qa38

ne55nqhEJ58

phu551u55

qa55
no88

t¢i33
ni58

･}]

い.:I.
I

㌫

T

か

:･
㌫

肘
*tsho33so53ku33

*mo55ni53kua3
bi85

dE35

1083to55上(山)

mi83to55下(山)

*(d2Ie85)dz153

*(ndぴ 5)ndぴ 5



西暦1900年に記録されたナムイ語の語嚢

93.136 fal1(from,on 2:苗
tbeground)

△ 4.137 fall(from a
height)

○

●

○

?
●

9

9

△
◎

◎

9

9

○

gtL

9

9

○

?
○

●

?
･
?
･

?
･

(ソ･

8

9

0

1

2

3

4
5

6

7

8

9

0

7⊥
2

3

4

5

6

7

8

9

0
1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7
8

9

0

1

2

3

3

.4

4

4

4

4
4

.4
4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7
8

CO
8

1

1

1

1

1

1
1
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
1

1

1

1

t

1

l

1

4

4
(

4
(

4

4
(

4

4
4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ride(ahorse) (mu)･tsei
see I一l

watch

hear ba-hi

listen

speak

且y

jump
SWlm

laugh
Weep
call

mo-sha

bra

mbriS

er･dra

wun-chll

ndro

sit nd21苗

stand

getup llen･ta.
know

read ndrii

write rj6
make

tie

ask(aquestion)na
askfor

place
die

pound

cook(rice)

grind

plerCe
behurt

aChinmaan

aSham

aTibetan

aLO-lo

aLu-t2;u

amO･SO

aMu-ni乱
Hsi-fan

aMiao

aLi･so

aLa-hu

anA-k'a

aMa-Lei

mien-nat

sllii

A-gho

ngO
0-Wa

ghu
mll-SO

mll-nla

mdo

anAICh'ang -
aZi

aMa-ru

aLa-shi

aKachin

aP'8n

aBllrman
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mi33nd2;a55qa53

mi88nGuo33pa31

*(mo58)tsae58

nduo558aal
lせ35

gi55βZe81
bae55hi35

臣uO58
mi83nd考.u55ndq.u55

paeJ85
dd58d私185

dぴ8d幻55

ngu55nd印 58

ndau55nd考u55
ndzt153

suo81

幻33幻55

mi81tuo55

t¢hi81pai53

旨133

mbu831i55(鉄了-交)

qgo55pa55

*(mo53)tse83
ndo53

1y85

be55hi55

夢055
fe53ha35

pe185

da138dぴ5

ngu55ndB;u55

ndqo55
ndzu55

βu33tc33礎

li55ndz855

幻83幻55

mi81do55

tGhi33t旨h133放置

8138qo55

1uo81を031 4033

mg11055

Fua58/va53 Fua53

phq;385/ph∋r35 ph夢aJ35
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東 方 学 報

まず現代語との封鷹で問題となる鮎について検討を加えておく｡

次の3例の現代語に共通して現れる最初の普節は,語構成成分として ｢あたま｣を意味

する形態素ではないかと考えられる｡ Daviesの記録した語形はいずれもこの音節を除い

た部分に封鷹する.ただし 1.021hatt'o･loは第2音節が封癒しないので△ としてあ

る｡

01.008 head or IEuo533ユ31(1恐31) tEo55e1551y88

01.014 hair ho乱 I如05ahが1 tEo55hが8

△1.021 hat t'0-10 1!uo55nthuo55 tEo55ntho55

次も同様の例と考えられるが, く田〉を意味する語中になぜ ｢あたま｣を意味する語構

成成分が含まれるのか,意味上の関連は不明｡

02.059 field or tEuo55aJ55 tEo55aJ55(水田)

次の11例は Daviesの記録した語形は単音節でいずれも現代語の第1音節に封麿する｡

01.016 tonglユe yi ji3812e53 ji88をe55

01.033 house y註 jt1551℃153 jy551y55

01.034 door k'u qlm055bu53 qho33bu33

03.109 black na nae55nqhaeSa ne55nqhe158

02.069 day myi ni55mi55ni83gu55 ni33gu35

02.073 wind 孤ll mu55g188

03.087 tall da da53m081 da55m033

03.094 light

03.100 thick

o

a

'
-
d

ja55tsh記 (聾調詞値妖) je55tshe55

da58古記Bl de55をe33

03.107 red lⅥ. 壬uo53xuo81 壬055Ⅹ038

03.108 yellow s喜ば6 g153qa31 旨155qa55

次の例は Daviesの記録した語形は2苦節だが,現代語は3音節でその第1青筋と第2

音節が封鷹する｡

03.103 dry fu･ehe fu33時133g記53 fu33d考138ge55

次の2例の形容詞は,Daviesの記録した語形では第2音節を反復させている｡孫の文

法記述によると,ナムイ語の形容詞には反復形式が有り,反復型はその程度がより深いこ

とを示す｡語頭を伴った形容詞の場合,語根のみを反復させ,語頭は反復させない,とあ
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西暦1900年に記録されたナムイ語の語乗

り,E3ats155く小〉に射して e33ts155ts155く中小的〉という例を挙げている(lQ.

02.084 small a･tz61tZii 1a33ts153 e33ts155

03.086 short an･den･de a33nda55 e38nde55

次の例は第 1音節は封鷹するかとも思われるが,第2音節が現代語に封鷹しない｡

△1.024 trousers lie･gu li31 1i33

語形はいずれも封庶するようだが,第 1音節の音形が現代語に一致しないものがある｡

92.046 Chicken rja 丘記ユ53 広e53

△2.047 chicken'seggrya･gu 丘記15551uO55 月⊆55γ055

△2.056 road 3e･gⅥ. a155gu55 3ェ55gu55

△4.145 weep wurL･Chu ngu55nd写u53 ngu55nd等u55

次の例では Daviesの記録した語形は,黄の記述した語形の第 1音節と第2音節に封鷹

するかとも思われるが, 黄 ･孫がともに記述している語構成成分の qhae31/qhE33に封慮

する音節がない｡

△2.057 river ham-tz苗 をaeBlnd等155qha∋31 ndろl55qhe33

語形は封慮するが,膏筋頭子音の有聾/無聾が一致しない例O

△2.080 Star djrS tg181(lu55) tβ185

Daviesの記録した語形が,現代語の語構成成分の一部のみに封慮する例｡

△3.129 ascend to lo83to55上 (山)

△4.137 fall(froma gu miB3nGuoSBpa81 qgo55pa55

height)

4 記述の精度について

表中で●と印を附した語嚢は,◎もしくは○であろうと判断できるが,調査時に誤解や

誤認,誤記があったと考えられるもので,若干の説明を要する｡

(10)ナムイ語の形容詞の形態については孫宏開 く六江流域的民族語言及英系属分類〉(前掲吾,p.191
を参考にした｡
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●1.023 coat ≠ ba-ts苗

英語の coatに相普する く外套〉では黄 ･孫ともに収録していないが, clothingく衣服〉

にあたる語 (黄)b記81tshi53, (孫)be33tsh155が封慮する｡

●1.027 sword ≠ bu･cha/gha･mi

前者は knifeく刀〉(黄)bu53tga31, (蘇)bu55tsa33に,後者は黄の記述 した chopper

く斧頭〉kn38mi55にそれぞれ一致する.

+1.030 bow * li･bgu li58

●1.031 arrow ≠ li kbu31

1.030で Davies大佐が記録した Ii･bguは く弓箭〉の紐帯と思われる｡黄は く弓〉を

li53,孫は く箭〉を li55としており,記述に混乱が見られるが,Davies大佐が1.031で

く箭)を liとするのは孫の記述に一致するOおそらくこちらが正しいのであろう｡

●1.041 cow ≠ g貼

〈母牛〉ではなく,cattleく牛〉にあたる語 (黄)γ331, (蘇)γ338が封麿する.

●2.043 goat ≠ yⅦ

く山羊〉ではなく,sheepく羊〉にあたる語 (黄)jo55, (蘇)jo55tsh185が封鷹するO

●2.050 tiger ≠ zei

く虎〉ではなく,panterく豹〉にあたる語 (莱)za≡31, (疏)Z13Bが封麿する｡

0 2.075 sand * lu･ka

〈砂〉ではなく,次の2.075stoneく石)にあたる語 (黄)lu55qua31, (蘇)1055quct33が

封慮する｡

e2.078 sun he･mi ni55mi55 ni55mi55

hは n の書きまちがいかタイプミスであろうo

O3.125 threeman ts'oso-ku *tshuo31suo53ku53 *tsho33so53ku33

03.126 twohorses monyi-ku *mo53ni53kn53 *mo55ni58ku33

ナムイ語の文法では, Ⅰ名詞‡+t数詞1十七量詞Iの語順をとる｡孫の文法記述で挙げるフ

レーズ2例 (く一個人):tsho33(人)tGi88(-)ku33(個), く一匹馬〉:*mo55(局)tGi38

(-)ku38(匹))を参考に,数詞を置き換えて語尭項目の意味内容に封麿させた｡ それ

ゆえ,黄と孫の語形には*を附してある｡

03.132 eat(rice) (dzia)･d2:苗 *(nt旨hu55dzae85)dzi58 *(dz835)dz153

o3.133 drink(water)(md2;6)･mdjro *(ndろ153)d考135 *(ndろ155)nd考135

◎4.138 ride(ahorse)(mu)･tsei *(mo53)ts記58 *(mo53)tse38

ナムイ語の文法では, ‡名詞‡+t動詞)の語順をとる｡黄と孫の文法記述を参考に,動作
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封象の名詞を添えて語嚢項目の意味内容に封鷹させた｡ それゆえ,3.132,3.133,4.138

の3例についても,黄と孫の語形には串を附してある｡

+4.139 see * lu

く看見)ではなく,watchく看〉にあたる語 (黄)lttB5, (蘇)ly35が封鷹する｡

+4.140 hear * ba･hi

く聴見)ではなく,1istenく聴)にあたる語 (黄)bZe55hi35, (孫)bE55hi55が封鷹する.

●4.142 丑y ≠ bru

く飛〉ではなく,jumpく跳〉にあたる語 (莱)paeJ35, (孫)pe185が封鷹する｡

●4.164 aChinaman o･wa uua58/ya55 tfua53

94.166 aTibetan ghu ph考335/pha185 phβ3185

く漠族)o･waについては, 2音節の語として聞いたという鮎を除けば, ltEua53〕に類

する音形の表記としては無理ではない｡ しかし く戒族)を ghlとす るのは奇妙な語形

で,説明がつかないO現代語の呼稀は現地でプミ語を話すチベット人の自稀に.一致してい

るOこれに封してチベット語カム方言を話す人びとは kaB5mi55と呼ばれているとのこと

だが,この語形にも封鷹しない色や.

以上,若干の誤謬を訂正した上で今一度封鷹状況について整理するなら,151語中, ◎

が49例 (ほかに◎に準ずる⑳が15例)で計420/0,○が25例 (はかに○に準ずる○が3例)

で計19%,△が10例で7%, ?が49例で32%である｡現代語との封鷹が確賓と思われる◎

と○の語例を合計すると61%を占めることから, Daviesの記録した語嚢はナムイ く納木

義)語 (の-方言)であったとみてまず聞達いないであろうO

残念なことに Daviesの記録では,吏話協力者に関する情報や言語調査を どの ように

行なったかについての具鰹的な言及がほとんどない｡施行記 の本文 には一行 のなかに

Huang-hsin-chaiという名の中国人の通謀がいたという記述があるので,おそらく彼を介

しての (場合によってはさらに現地の中国人の協力を得ての)調査であったことが想像で

きる｡とはいえ語嚢の採集と記録は Davies自身が行なったらしいことは附録第8章に記

載があり,巻末の封照語嚢表について説明した部分には,調査時の聞き取 りと表記に苦労

した旨の注がつけられている的O

餌 木里痕族自治県のチベット人の呼僻は孫宏開 く六江流域的民族語言及其系属分類〉 (前掲書,
p.196)による｡

個 同行の中国人通謀が活躍した話が YUNINAN,CHAPTERXXXIp.235-244.(日詔書:300-
311頁)に見える｡また言語の聞き取り調査については,｢教育を受けていない少数民族から正確
な語嚢を収集するのは困難なことがらであり, 〔この表には〕誤解による何らかの誤りも含まれて
いるに違いない｡初めて聞いた言語の音を正確に表記するのもやはり困難なことだが,不可能とい
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5 民族呼稀と言語名

Davies大佐一行が No-poく保波/胸壁〉で出合った Hsi･fanく西蕃〉と呼ばれている

民族について,Lu-ming-ying く嘘寧薯〉地区の人々は Mu-niaで,-NO-poの住民は自ら

を Lo-p'uと呼んでおり,翌 日には 豆rh-suそして Balaminと呼ばれる二人の新たな西

蕃の部族に出合ったと記録していることは本稿の第 1節ですでに述べた｡ここでは,これ

らの民族呼稀を検討し,なぜ Daviesがナムイ語を MuⅦiaの言語だと誤認したかといラ

問題について考えてみたい｡

木里戒族自治鯨は多民族の雑居している地域であり,現地のエスニックグループ閲の自

稀と他稀が非常に錯綜しているため,整理して提示するのは容易ではない｡謝建軟 く木里

多語社匡〉によれば,チベットく痕〉族,イ 〈葬)族,漠族, ミャオ く曹〉族,モンゴル

く蒙古〉族,ナシ く納西〉族などが居住し,12種類に及ぶ言語が話されているとのことで

ある胸.

まず No-poく保波/胸壁〉の住民は自らを Lo-p'uと呼んでいる, という鮎についてO

現代の現地調査の報告には Lo･p'uに相常する民族呼稀の記述は見えないOか りに民族

(エスニックグループ)名だ考えると, 葬族のなかに自稀を lolophoという人びとが

いるけれども,この日稀を使 うのは雲南省中部で中部方言を話す葬族であり,四川省の奔

族は北部方言に屈し, 自稀は nosuに類する語形である. また No-poでの記述におい

て Daviesは葬族について何も言及していない｡yと加 ⅣAⅣ の民族誌で Daviesは葬族

について詳細に論述しているので,もし葬族の族稀だとすれば,必ずその旨の記述をした

に違いない.また民族呼構以外の可能性としては No-poという地名の現地の民族語によ

る草書ではないかと考えられるo漢語の西南官話では聾母の [1-]と [n-コは区別されな

いので,民族語の LoIP'uという地名が漢語の草書で No-po となったとしても不尽議で

はないが,今は不明とせざるを得ない｡

つぎに 豆rh-suと Balaminであるが,前者の 宜rh-suは, 自稀を ∂ユ55su55 といい,

アルス く爾蘇〉語という猫立した言語を話すエスニックグループがあり,その言語につい

ては孫宏閲が調査している｡後者の Balaminとは,現地でプミ語を話すチベット族から

うわけではない｡幸いその言語の脅話には放かせない微細な窒音上の違いも,文献撃的比較研究が
目的の場合には,絶封に必要だというわけではない｣ と述べている｡YUNINAN,APPENI)ⅠX
VⅠⅠITHETRIBESOFYON-NANFootnote1,p.337. (日詔書 :付録第8幸 江(145)512
頁)

(1g 謝建猷 く木里多語J#匡) (《民族語文研究新探≫四川民族出版社1992年)｡なお同論文にはナムイ
く納木義)語とムニャく木雅〉語についての記述はない｡
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西暦1900年に記録されたナムイ語の語柔

ルズ く呂蘇〉語 (孫の位置付けではアルス語西部方言,黄は猪立の言語とする)を話す人

に封する呼稀の bu851a55 mi55 にちがいない¢40

このように Daviesが No-poく保波/膳壁〉で出合った民族の呼稀に特に注意を排っ

て記録していることから考えると,この誤認は単純な誤りではなく何らかの板接があって

の邦断の結果だと思われる.Davies大佐一行が訪れた常時,Lu-ning･yingく櫨寧脅〉地

区には賓際に Mu･niaと呼ばれる人びと (あるいは自分の出自を Mu･niaと稀す る著)

がいて,Davi占Sはその者の言葉を Mu-nia語だと思い込んで記述したのであろう.そう

すると,誤認の原因としては,彼らの他稀もしくは日柄に基づいたというふたつの可能性

が出てくる｡

他稀に基づく誤認だとすると,Daviesがインタビューした現地の人は Lu-ming-ying

く櫨寧皆〉地区に住むムニヤとナムズを区別せずに混同していずれもMu-niaと呼んでい

て,NoIPOく保波/胸壁〉の住民とは異なる言語を話していたことか ら,Daviesはそれ

を Mu-niaの言語であると判断したものと考えられる｡

いっぽう自稀に基づく誤認だとするとナムイ語を話す者のなかにも自稀 (出自)を Mul

niaだとする者がいたと考えなくてほならない｡そうすると現代語の調査報告にあるナム

イ語を話す人びとの自稀がナムイまたはナムズであるという事茸をどう考えるかが問題匹

なるけれども,出自や日輪と話している言語,とが必ずしも一致しない例は少なくない｡こ

と ｢ムニャの出自｣pに閲しては,筆者自身かつて次のような例に遭遇しているO

1988年に青海省海南蔵族自治州貴徳僻のチベット語と漢語の方言を調査した際,吏話協

力者をつとめてくれたチベット人のム /ma/さんは,漠姓を くセ〉といった｡珍しい姓

なので由来を聞くと,出自がムニャなので,その最初の膏を取って姓としたものであり,

故郷にはいくつか同姓の村があるけれども,ムニャ語を話す者は誰もいないとのことであ

った｡また1998年に四川省康定麻で傍敦寺院の取材に御協力頂いた活俳のドジェチャシ

rDorjeわkrashis師も自らの出自はムニャだが,数代前からムニャ語は話せなくなって

いると語っていた (師の母語はチベット語カム方言であった)O

以上,限られた情報からの推論にすぎないが,Daviesが調査を行なった No-poく保

波,胸壁〉はムニヤ語の話されている地域に近く,また三代さかのぼっただけでもムニャ

の勢力範囲が相常に廉い範囲に及んでいたらしいという事案を考え合わせるならば,現地

掴 アルスく爾蘇)語については,孫宏開 く六江流域的民族語言及其系属分顛)(前掲書,p.125-

139)に記述がある.Bll1anmi という呼稀については,p.196のシヒソく史興)語の解説も参
照｡いっぽう黄と仁埠の報告では｢プミ語を話すチベット族は,ナムイ語を話す人びとのことをア
ルスと呼んでいる｣と述べているO黄布凡･仁増旺娠 〈呂蘇語〉 (≪蔵緬語十五種≫前掲書,p.135
-152.)
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で Mu-niaと呼ばれていた者, または 自分の出自 (すなわち月稀)を Mu･niaだと稀す

る者に一行が遭遇していたとしても不思議ではない的 .

お わ り に

以上の検討により,Daviesがその著書 YUNINANで Mu･niaの言語として記録した

語桑は,ナムイ く駒木義〉語 (の一方言)であることが明らかになった｡記述された言語

はムニヤ く木雅)語ではなかったけれども,この誤認は Daviesの調査の資料的債値を減

ずるものでは決してない｡Davies大佐一行が雲南省から四川省にかけての地域を探検し

てちょうど100年の時間が経過してお り,常時の記録と現代語との封鷹を検討することに

よって,その一致と酎酷が判明するとともに,常時の言語環境の一端を伺い知ることがで

きた｡

しかしわずか151語の断片的な単語の記録から知 り得る内容には限界があり,現代語の

資料との差異がいかなる原因に 由来するものなのか, 記録の精度に よるものなのか, 袷

100年という時間に生じた単語の用法や音韻の襲化を反映しているのかといった問題の解

答を兄い出すことは困難である｡現代語と封底しない来源不明の語秦については,同地域

の言語の記述研究の更なる進展を待たなくてほならないが,近郷詩語との交流や接解によ

る借用の可能性なども鋭野に入れつつさらに検討を進めていきたい｡最も理想的な検認法

は,本稿で作成した現代語との封照語嚢蓑を現地に持参し,一致をみなかった語嚢を中心

に再チェックを行なうことである｡

本稿が今後の記述研究の一助となれば幸いである｡

【付記】 本稿は平成9-10年度文部省科挙研究費補助金奨励研究LA)｢西番詩語の言語地理学的分折｣

(課題番貌 ･'09710381)による研究成果の一部として,1999年6月4日に京都大学人文科学研究所文

厳班研究合にて報告した内容に基づき,増補改訂を加えたものである｡さまざまな角度からコメント

を下さった班員諸氏に御薩申し上げるとともに,原著の所在について御教示いただいた金文京教授に

は記して謝意を表したい｡

姻 ｢川西民族走廊｣地域において歴史的にムニャく木雅〉の勢力範囲が現在よりも相普な慶がりを
もっていたことについては,格勧 《論戒族文化的起源形成輿周囲民族的関係≫(前掲書,p.406-

423)を参照O三世代前のムニャ語の使用範囲の記憶については黄布凡 く川西蔵匿的語言関係〉(節
掲書,p.145)による｡
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